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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 ここ 20～30年程の間、日本における臨床心理学に対する社会的認知の進展、とりわけ子どもを対象とし
た心理臨床の活動の場の拡がりは目覚ましいものがある。筆者は 20余年に渡り教育領域において、クライ
エント中心療法の立場で心理臨床の実践を継続してきた。思春期青年期のクライエントは、自己表現を容
易にできないことも多く、カウンセラーも苦慮する場面に遭遇した。そこで筆者はクライエントにとって
心理的負荷が少なく、つまりカウンセリングへの導入が自然に行え、治療的展開に貢献する手法を模索し
続けた。また、近年では義務教育段階の学校においても子ども達に対する問題行動の予防や早期発見が要
請されるようになった。 
 本研究は 2 部で構成されている。第 1 部（第 2 章～第 4 章）の目的は、狭義のカウンセリング、すなわ
ち個別的心理面接での実践において創造した描画手法を提案し、これを用いてクライエントが表現した内
的世界の理解や事例の展開を分析することで、クライエント中心療法による心理治療的援助過程での各々
の描画手法の特徴とその意義を検討することである。第 2 部（第 5 章）は、第 1 部をふまえ、心理療法の
原理を学校場面に応用し、学級単位で行う心理教育としての描画手法を考案したものである。第 2 部の目
的は、この描画手法の試行において子ども達が表現した内的世界の理解や事例の展開を分析することによ
り、心理教育的アプローチとしての意義を検討することである。 
 研究方法は、いずれも心理臨床の実践におけるクライエント（子ども）の自己表現やカウンセラー（教
師）による主観的事実からの活動記録を基にした事例研究法である。以下に、各章の概要を記述する。 
  
 第１章 序論では、研究の背景を示し、本研究の位置づけを行い、本研究の特徴を明らかにするととも
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に、本研究の目的と方法を示した。 
 
【第１部 個別的心理面接における描画手法】 
 第２章「氏名を用いた関係創り」の考案は、思春期のクライエントと出会う初回面接において、カウン
セラーとクライエントが互いに紙に氏名を書くことを通して関係創りを行う手法の提案である。自らにつ
いて表現したい欲求は強いが、そうすることに困難を抱える思春期のクライエントにとって、氏名を書く
行為は最も容易で、主体性を発揮しやすく、そのうえ氏名はその人のルーツを示すため、自己同一性に関
連した本質的な話題へと展開が可能であり、継続面接の初期の課題であるラポール形成に大いに役立つこ
とを確認した。 
 第３章「落描き」の考案は、クライエントが心理面接のなかで自発的に文字を書いたり描画を描いたり
しながら対話をする手法の提案である。一般的に継続面接の初期から中期にかけて治療的関係が深化する
ときには、クライエントは様々な防衛機制を働かせる。「落描き」をしながらカウンセリングを行うことに
より防衛機制を緩めることができ、クライエントとカウンセラーの｢間｣に一定の距離を保てることから防
衛機制を保証できることにもなる。さらに「落描き」による表出物を視覚的に対象化できることから、自
己理解や自己探索を促進できることを示した。 
 第４章「家族イメージ彩色法」の考案は、色とかたちの組み合わせによって家族構成員をイメージし、1
枚の画用紙に描画する投映的家族画の提案である。この家族画は継続面接の初期から終結期まで施行でき
るが、ラポールを形成した後に実施することを原則としている。従来の家族画法との相違点は、先に色を、
後から単純なかたちを選択して描くことである。そのため描画のスキルをあまり必要とせず、家族構成員
の情緒的性質を色に投映して描けるため、結果としてより象徴的な描画になる。本手法は複雑な家族構成
員の性質と相互の関係を容易に表現できるものであり、これにより自己や家族関係を見つめたりその変化
を確認したりできることを示した。 
 
【第２部 小学校での心理教育における描画手法】  
 第５章「お絵かき遊び」の考案は、心理療法の、特に遊戯療法の原理を応用し、小学校で行う心理教育
的アプローチとして提案するものである。筆者はスーパーヴァイズする役割として背後での支援にまわり、
臨床心理学やカウンセリングを長期に渡って研修している教員が学級単位で試行した。「お絵かき遊び」の
活動では、子ども達は授業中と異なる表情を見せ、楽しんで描くことができ、リラックスする効果、カタ
ルシスの効果、ストレスマネージメントとしての効果、さらに月曜日の朝の気分を切り替える効果等を確
認した。この活動を通じて教師は子どもと信頼関係を構築し、描画から得た情報を子ども理解に役立て、
個別支援を行うことができることも明らかになった。 
 
 第６章 総合的な考察では、各章を総括し、総合的な考察を行い、今後の課題を示した。総じて筆者が
心理臨床の実践の中で探求しながら築いた手法は、クライエント（子ども）が無理なく自己開示、すなわ
ち心を開き、自己表現できるように促すものであり、自らその表現を確認し気づきを得、カウンセラ （ーま
たは教員）は描画表現を基にクライエント（または子ども）を理解し、カウンセリング（または子ども支
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援）に活かし心理治療（心理教育）を展開できるものであると結論づけた。 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
申請者は、本学で児童学とクライエント中心療法によるカウンセリングを学び、教育 
領域において主に子どもを対象とした心理臨床活動を 25 年近く継続している。その中でクライ
エントの負荷が少なく、しかも円滑に心理治療ができる表現手法を模索し続けてきた。 
本論文は、申請者が開発した種々の描画手法を用いて、クライエントが表現した内的世界の
理解や事例を分析することで、心理的援助過程における各描画手法の臨床的意義を検討するこ
とを目的としている。 
 
本論文の構成は以下のとおりである。 
 
第1章 序論 
 
第 1 部 個別的心理面接における描画手法 
第２章 「氏名を用いた関係創り」の考案 
第３章 「落描き」の考案 
 第４章 「家族イメージ彩色法」の考案 
 
 
第 2 部 小学校での心理教育における描画手法 
第５章 「お絵かき遊び」の考案 
 
第６章 総合的な考察 
 
第１章の序論では、研究の背景、本論文の位置づけ・目的を明らかにし、本論文の特徴と
方法を示している。 
第２章～５章は本論で、大きく２つの部分に分かれている。第 1 部の２章～４章は、個別
面接の臨床の場において、どのようにしたら子どもたちがカウンセラーに心を開いてくれ、
問題解決に向け共に歩んでいくことができるか、理論と実践の間で試行錯誤した過程をまと
めたものである。第 2 部の５章は、子どもたちを取り巻く環境は年を追う毎に厳しい状況に
なってきているが、小学校の学級単位で担任、養護教諭等が一見普通に生活している子ども
たちの問題を早期に見つけ出すことのできる方略を探る試みである。  
最後に結論として、第６章で各章を総括し総合的な考察を行い、今後の課題を示している。 
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本論の各章の概要は下記の通りである。 
 
第２章『「氏名を用いた関係創り」の考案』では、思春期のクライエントと出会う初回面接
で、カウンセラーとクライエントが互いに紙に名前を書くことを通して関係づくりを行う手法
の提案を行った。ここではラポール形成に大いに有効であることを確認した。 
第３章『「落描き」の考案』は、クライエントが心理面接の中で、自発的に文字を書いたり
絵を描いたりしながら対話をする手法の提案である。クライエントの種々の防衛規制を緩める
ことができたり、反対に言語以外の表現を呈示することで防衛規制を保証するなど、様々な活
用法がある。総じて話題を対象化でき、自己理解・自己探索を可能とすることを確認した。 
 第４章『「家族イメージ彩色法」の考案』は、色と形の組み合わせによって、家族のイメー
ジを１枚の画用紙に描画する投影的治療技法の提案である。従来の家族画法との相違点の１つ
は先に色を、後から形を選んで描くという順序であり、もう１つは単純な形を描くことで、ス
キルをあまり必要としないことである。この手法は継続面接において、家族関係を見つめ洞察
したり、自己の成長を確認したりする上で役立つことが示唆された。 
 第５章『「お絵かき遊び」の考案』は、遊戯療法の原理を基に小学校で行う心理療法の手法
の提案である。担任あるいは養護教諭が学級単位で実施し、申請者はスーパーヴァイザーの役
割をとっている。子どもたちは授業中とは異なる表情を見せ、その内の１割程度は自己洞察を
深めることを確認した。また、この活動を通じて教師は子どもと信頼関係を構築し、描画から
得た情報を子ども理解に役立てることができ、特に心理的問題の早期発見により、個別支援を
行うことができることを明らかにした。 
 
身近にある紙と鉛筆、クレヨンなどの簡単な筆記用具をなるべく自然な状況で用い、子ども
たちに負担を掛けない方法を模索し続けてきた申請者の、カウンセラーとしての基本的姿勢を
評価したい。そして、20 年以上に亘る実践に裏打ちされた本論文で示されたことは、問題を抱
える子どもたちだけでなく、問題の早期発見にも少なからず貢献できるのではないかと期待で
き、審査委員会は、博士（学術）の授与に値するものと判断した。 
 
 
